
フランコ期の映画における政治文化
一ベルランガとβjθんυθんjJO,ylisι er ttrsλαJJノ の歴史性一

士
JEコい

1.日本におけるスペイン映画

2010年11月 スペインを代表する映画監督ルイス・ガルシア・ベルランガが亡

くなつた。スペインでは大きなニュースとなつたが、日本では言及されなかっ

た。それどころか、スペイン映画が世界的に注目される画期を作ったベルラン

ガの活虎πυθπ〃θ,ル.協雰力αJ〃 (『 ようこそマーシャルさん』1952年 )をはじ

めとするベルランガの映画はこれまで日本に一本も入つてきていない。

フランス、 ドイツ、ロシア、アメリカ映画は戦前から認知されているにもか

かわらず、スペイン映画はまだまだ日本と距離がある。最初に日本にブニ三エ

ルの『アンダルシアの大』(こル タ″η απグαJ%z/働 zθカルπ απグαわπ,1929)『 黄

金時代』(Lα θ滋グル θ御/Liむθグbγ,1930)『糧なき土地』1(Lαs〃″虎s,′姥ηη

Sグπ夕α2/ニクS協〃υs,1933)が 入つてきた時も、スペイン映画ではなくフラン

ス映画として扱われた。

50年代に『忘れられた人々』(ιθs θJ薇力あs,1950)にういては、安部公房が

「不朽の名作である」と評価するなどの反響がみられたが、この作品もメキシ

コ映画として入つてきている。またブニュエル2がスペィンの伝統に根ざした映

画を作るスペイン人の監督であるにもかかわらず、安部公房は「ブニュェルは

スペインの監督ではない」3と し、その作品をスペインの映画であると認めていな

スペインで最も貧しい地方の一つといわれるラス・ウルデスの台地と、そこに生きる人々を描く

ことにより、強烈な社会批判をしている。ブニュエルはラス・ウルデス保護委員会の会長グレゴ

リオ・マラニョンと対立し、33年 に上映禁止となる。ブニュエルは37年にパリで、ブラームスの

音楽を背景にフランス語でこの作品にナレーションを入れて発表している。

「ブニュエル 生誕一〇〇年記念特集」『ユリイカ』2000年 9月 。ブニュエルが、27年世代 (内戦前

の時期に活動していた文化的なグループ。ロルカ、アルベル トなどの多数の詩人、芸術系だとダ

リ)で、ほとんどが共和主義者で亡命を強いられたため海外で活動しておリブニュエルが特別では

ないこと、またブニュエルがロルカやダリの自由教育学院の学生寮での寮友であったことなどブ

ニュエルの全貌がわかるようになつたのはごく最近のことである。

安部公房『死に急ぐ鯨たち』新潮社、1986年、196頁。
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レヽ 。

初めてスペインで撮影されたスペイン映画として日本にやつてきたのはブニュ

エルの『ビリデイアーナ』(西笏 グαπα,1961)である。しかしこの映画も本国で

検閲に通り、国際的に評価を受けたものの、フランコが激怒し、またカ トリッ

ク批判によリバチカンから非難を受けるなど、いわくつきのものとなつている。

その後『械れなき悪戯』0%πθ″πθ R筋 ノ万πθ,1955)の 音楽がヒットし、

バルデムの名作として知られる『恐怖の逢引き』0効θγ′θル %π εグε″s′α,1955)

が来るが、スペイン映画は70年代までB級映画として公開される。ビデオ以前

の70年代に、スペイン映画は採算がとれると見倣されていなかつた。そのため

スペイン映画は外国映画の配給の際にセットにされ、パッケージの中にスペイ

ン映画が紛れ込むというかたちで入つてきた。ブニュエルやラバルも登場する

が、『昼顔』 (Bθ JJ● グπノθπγ,1966… 67)な どは、スペイン映画としてではなく、

ヨーロッパ・サスペンス 0マーケットに乗っかっており、全てフランス経由で

入つてきていた。『ザ・チャイル ド』 (ど Oπ ttπ 夕πθ虎 %α′αγ ππ π物〆,1976)は、

『オーメン』『エクソシス ト』に便乗しており、「スペイン」が売りになること

は全くなく、国際製作のものばかりが入つてきている。

しかし80年代に入ると様相が異なる。戦前からの英・仏 0伊などのヨーロッ

パ映画に加え、張芸謀、田壮壮、陳凱歌など中国第五世代やポーランド、スウェー

デン、チェコ、ハンガリー映画、ニュー・ジャーマン 0シネマなどにより、日

本の映画シーンは一気に多様化する。スペイン映画の上映はこの時期以降のも

のがほとんどである。

スペイン映画は、エリセの『みつばちのささやき』(EJEψ″ιπ虎 ルεθJπθπα,

1973)『 エル・スール』 (EJ S%γ,1982)、 またシネ・ヴイヴァン六本木4な どのミ

ニシアターでサウラの『カルメン』 (C″πθ力,1983)な どのフラメンコ3部作

が上映されるようになる。また『みつばちのささやき』の主演アナ 0ト レント

人気でカルロス・サウラ監督の『カラスの飼育』 (Cπα ε%θηθS,1975)も 注目

を浴びた。

それでもスペイン映画の公開は圧倒的に少ない。また、サウラは第16回ベル

リン国際映画祭で銀熊賞を受賞したんα εαzα (『狩り』1965)な どフランコ期に

その代表作を制作しており、この時期に発表された作品は最盛期を過ぎている。

また『ヵルメン』(Cαγ%ιπ,1983)な どのフラメンコ3部作により、サウラと

4シ
ネ・ヴィヴァン六本木の98年の閉館は、バブル期の芸術的関心の高まりの終焉の象徴ともいえ

る。
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いえばスペイン主義の印象がついてしまった。そのため、スペインの代表的な

監督作品が日本に取り入れられた時期は、スペイン映画の普及という点で不運

であつた。

一方80年代にはビデオ5が普及し、『無垢なる聖者』(Zθ s sαπ′θsグπθεθπ′θs,1984)

など、ヒットしなかつた映画まで入つてくるようになる。またこの時期、ペ ド

ロ・アルモ ドバルの映画が上映され始めた。今でこそ国際的に知られるアルモ

ドバルだが、『マタドール』0%′αあγ,1986)はポルノ扱いされ、地味でマイナー

な印象を与えている。『アタメ』 (ノ五″απグ,1990)は失敗におわり、『ネ申経衰弱

ぎりぎりの女たち』(吻θπS αJ bθ〃θ虎 %π αノク

`%θ

ル πθηグθs,1988)は 小さ

な映画館でしか上映されなかつた。

80年代には初めてスペイン映画が体系的に紹介されている。1983年 のフィル

ムセンターにおける「スペイン映画の史的展望 〈1951-1977)」 で、戦後の代表

作が回顧上映された6。 翌84年 には第一回スペイン映画祭において、それ以降の

新作が集中止映され、これによリスペイン映画の全貌を日本で垣間見ることが

できるようになつた。しかし、スペイン映画研究は、晴矢となったフィルムセ

ンター発行のカタログが唯一無二である状況が長らく続く7。

コンスタントにスペイン映画は日本に入つてきていたが、評価されるように

なるのは90年代に入つてからである。アルモ ドバルの『オール・アバウト・マ

イ・マザー』(乃洗)sθ bπ πグ%αグπ,1999)、 ビセンテ・アランダの『アマンテ

ス 愛人』(4παπルs,1991)と いつた作品が顕著である。シネ・ヴィヴァン六

本木では『スペイン映画祭 '98』 が開催された。スペイン映画に関する最初の通

史をベースとした体系的な入門書もこの時期に刊行された8。 90年代のスペイン

映画の上映数の急増から、スペイン映画というものが認知され始められるよう

になつた。

しかし、スペイン映画は今日もなおビデオ、DVDレ ンタルでは混沌とした扱

いを受け、ジャンルを確立しているとはいえない。『スペイン映画史』以外は、

劇場公開よりも安く済むためビデオ・バブルが起き、また本当のバブルがあり、83年 にシネ・ヴィ

ヴァン六本木ができるなど、芸術的関心が大いに上がった時期でもある。

和田矩衛「スペイン映画祭と同映画の史的展望」『キネマ旬報』164-169頁。まだ80年代にはス

ペイン内戦すら知らないとするレビューのみで、専門家が不在である。Bルπυιπ〃θも上映された

が、全く注目されていない。ベルランガの Cα″b%θ力は、国際性の狙いはわかるが、ス トーリーの

組み立てが旧弊で、アイデアが出ていないと酷評されている。

西村安弘 「乾英一郎著『スペイン映画史』」『映像学』49、 106-108頁、106頁。

乾英一郎『スペイン映画史』芳賀書店、1992年。
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翻訳や雑誌によるブニュエル論にとどまり、作家論も昨年刊行された『ペ ドロ・

アルモ ドバル 愛と欲望のマタドール』9と『ビクトル・エリセ』10以外ほとんどな

レヽぎ

このように日本におけるスペイン映画そしてスペイン語文化圏の映画研究は、

特に80年代以前の作品に関してまだまだ厳しい状況にあるといえる。しかしス

ペイン映画史上の代表作の数々が80年代以前に制作されているため、この時期

の映画を理解することは、スペイン文化史においても不可欠である。そのキー

となる監督はスペインを代表する監督ベルランガである。その初期の作品であ

るβルπυθπκθは、スペイン映画が初めて国際的孤立から国際的評価を受ける大

きな扉を開いた最初で唯一の作品であり、スペイン国民はカンヌ映画祭での,

3ルπυθπttθ受賞の春に喜びを抑え切れなかつた程である11。 しかしスペイン映画

史における重要な画期と作つた代表的な作品であるにもかかわらず、スペイン

本国の研究において、ベルランガは映画史の一部として語られ、伝記以外の個

別研究は数少ない。

本稿では、伝記そして映画史のパノラマの一部として紹介されてきたベルラ

ンガを文化面から考察する。スペインの最も優れたB12の 一人ベルランガの映画

によって表現されたスペイン文化とはどのようなものなのだろうか。スペイン

の旧き伝統を完璧に表現し、ピカロと呼ばれ、regeneracionista(再 生主義者)

とされたベルランガ監督と、Bルπυθπ〃θをめぐるスペイン社会と歴史性及びそ

の時代のメンタリテイーを通して、ベルランガ映画の表すスペイン文化につい

て明らかにしていきたい。

2.ベルランガとβ JcんυCん JJo,″re ttrsλαJ″の歴史性

ベルランガ監督作品の特徴の一つは、40年代初頭から20世紀末迄のスペイン

に起こった政治的な有様を完全に捉えている点である。ベルランガのフイルム

グラフイーによつてスペイン20世紀後半史を研究することが出来るほどである。

無論、フランコ独裁体制という現代史の構成と、この映画の構成は直線でつな

がつてはいない。しかしベルランガが、当時のスペイン社会とスペイン人、そ

9フ レデリック・ストロース編 (石原陽一郎訳)『ペ ドロ・アルモ ドバル 愛と欲望のマタドール』フイ

ルムアー ト社、2007年
Ю『ビクトル・エリセ』紀伊國屋書店、2010年 。
1l Nieto Ferrando,J。

,Cjπθ θη夕α夕ιJo C%J′ %%ノ θ%ガθα θグπιπα′οgrtttθ α ι2 E年 )απα α9θ9■ 9δ」り,

Valencia, 2009, p.230。
12 treS maores“ B'',Bunuel,Berlanga y Bardelln。
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して時代精神の一側面を表現しているのは間違いない。

ベルランガの人物像とその代表作Bルπυθπ〃θについて述べるにあたり、その

歴史性は不可欠要素である。3ルπυι蒻あ は、歴史映画ではなく、監督自身が「架

空の創作である」としているものの、この映画にはフランコ独裁体制の政治史

と検閲のあり方がそのまま反映されている。

歴史映画についてナタリー・デーヴィスは、歴史学者と映画研究者の間に専

門領域間の勢力争いがあるとしている。彼女自身は、史実を最重要視する傾向

にある。歴史映画では、創造、脚色、推論などの行為が許されるのは当然のこ

とだが、それでも可能な限りにおいて、歴史の証拠史料の示唆するところに忠

実に過去を描くことが大切だと映画製作者に対して主張している。

これに対して映画研究や、映画批評の立場からは、歴史映画とはいえ、歴史

叙述の決まりごとに従つて製作する必要はなく、歴史叙述と歴史解釈が「真実」

を描写する行為で、映画は「虚構」であるという、単純な「真実/虚構」の二

分法の理解があるのではないか、そもそも歴史家が過去の真実を叙述している

のかと批判している13。

史実と虚構の三分法に収敏してしまうと、研究は大きく制限されてしまう。

ここではBルπυθπ〃θを、史実とつき合わせていくことはしない。歴史社会状況

において政治決定がいかなる理由で下され、その結果どうなるかといった現代

史と映画の表現方法の連関を軸として考察する。価値判断と理解の存在を障害

とするのではなく、この時代のバイアスがどういうものなのかを、広い視野で

解釈することによリベルランガ映画における風刺・政治文化がどのようなもの

かを明らかにしたい。

まず、ベルランガ監督の歴史性であるが、その政治的姿勢は、共和主義者で

反フランコであるとされている。ベルランガはフランコ期について、

我々は飢えきったΞだをみ、背″ゞなく、太つてい(不 詣であると推測 され

る、アルートのよう強声の、大材 ろ帝国の支配者 ででもあるかのようだ考え

られていた一人の男の意志の下だ生きていた M

8ナ タリー・デーヴィス『歴史叙述としての映画一描かれた奴隷たち』岩波書店、2007年。
14E2′

%θυasJα グι Bcriαηgα en 18ユ Semana lnternacional de Cine Medina del Campo,el 10 de

abril de 2005。 この要約は、E′ ルイ%πあ,la edici6n Valladolid,e14 de 2005に 掲載されている。

これがアルツバイマーを患っていたベルランガの実質的に最後のインタビュー記事となる。
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と、当時のスペイン社会を表現している。

フランコ独裁体制は、ベルランガとBルπυθπ〃θに最も大きな影響を与えた。

フランコ体制は1975年 に終わつたが、今日もなお、大きな後遺症をスペイン社

会に残しており、普遍的な問題であり続けている。「1975年 のフランコ独裁の崩

壊と民主主義体制への移行から30年 を経てスペイン社会は大きな変貌を遂げて

きた」とされ、一応2007年に歴史的記憶の法 (la Ley de Memoria Hist6rica)

が可決されることによって15、 敗北した共和国側が認知された。それによリフラ

ンコ独裁政権によって、Pαsθグ′θs(お散歩)と 俗称される銃殺刑に処された人々

の遺骨をようやく発掘してもいいことになつた16。 しかし、実際には旧フランコ

派による強い反発があり、思 うように進んでいないことが2010年に国際的に大

きなニュースとなつた。今日スペインは、二つのスペイン、内戦によりもたら

された社会の分断が再来しているとまでいわれ、フランコ期が克服されたとは

言い難く、今なお大きなタブーとなつている。スペインはまだ自らの20世紀を

相対化できておらず、ベルランガヘのフランコ期の影響は、スペイン人全てが

共有する本質的な問題であるといえ、Bルπυθπ〃θはまだまだ過去のものではな

レヽ。

ベルランガは1921年 12月 6日 にバレンシアに生まれた。父方の祖父母は地主

で19世紀のスペインのブルジョワジーと農民のメンタリテイーを持ち、20世紀

に入つても中世封建制の中にあつた、とベルランガは回想している。祖父のフイ

デル・ガルシア・ベルランガは法学を修めた後、自由党の政治家となつたが、

若くして急死した。一人息子であつたベルランガの父ホセ・ガルシア・パル ド17

が人脈を受け継ぎ、ホセ・ガルシア・ベルランガとして出馬し、政治家となつ

た。ホセ・ガルシア・ベルランガも法学を修め、1914年から1936年 まで国会議

員を務めた。そして反プリモ・デ・リベラに共謀したことが露見し、パリヘ逃

亡した。1936年 には共和党の人民戦線に参加したが、国民党に捕らえられ、死

刑を宣告される。後に減刑され、死刑は無期懲役になり、1952年 に釈放された

が、その6ヵ 月後に亡くなつた。このようにベルランガには、地主家系からく

るイダルギスモの影響と祖父と父の政治的姿勢であつた左派の影響を大きく受

けているといえる。また祖父も父も骨の髄から反教権的であつたためか、ベル

6吉田好一「フランコ独裁体制の犠牲者を名誉回復・補償。07年 12月 成立したスペインの「歴史の

記憶に関する法律」」『前衛』88-95頁。     :
16 Asociaci6n para la Recuperaci6n de la Memoria Hist6rica(ARMH)が パイオニアとなつて発

掘に携わっている。
17父 方の祖母はこの父を産んだとき産褥でなくなつている。
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ランガは宗教に対して関心がない。

しかし通常ベルランガの紹介でまず挙げられるのは、母方の二番目の叔父、

ホセ・マルテイの影響である。母方は実業家の家系で、ルイスはバレンシア信

託銀行の頭取となり、さらにはバレンシア慈善協会やファジェーラ地方議会の

議長も務め、バレンシアのセレブとまでいわれている。このルイス・マルテイ

は劇作家でもあつたため、ベルランガが映画監督を志したのは、この叔父によ

るところが大きいとされている。しかしベルランガが一番好きだつたのは、作

曲をし、ボヘ ミアンで反抗的で、アナーキーな生活をし、バルセロナで早世し

た三番目の叔父のホセだつた蟷。ベルランガがアナーキーであると称されるのは

ホセの影響によるものであろうか。

母のアンパロ・マルテイ・アレグレは、鼓膜硬化症の障害があり、左側から

しか話せなかつた。そのため外出はほとんどせず、家事に専念していた、非常

に厳格な人であつたD。 夫が共和主義者の不可知論者
20でぁったにもかかわらず、

信仰心厚い女性であった。しかし斬新なものを攻撃することはせず、また行動

を制限はするものの強要はしなかつた。子供を見張るが異端審問官ではなく、

教育への意識が高く、寛大な内面を持つていた刻。父親の不在時に一切を引き受

けていた母親の厳格さは、ベルランガ映画のミソジニーとして表われる。また

ベルランガの家族構成が 4人兄弟の末つ子であり、 4人の息子の父で、娘を切

望するなど、女性への距離からくるミソジニーもあったのだろう。女性に対し

ては、生涯並外れて内気であつたようである。

スペイン内戦が終結した際、ベルランガは青い旅団
22に入隊しなければならな

くなる。それは死刑宣告されたスペイン共和国の政治家であった父親の命を救

うためである。家族はベルランガが青い旅団のメンバーに名を連ねていれば、

死刑宣告を変更しうるのではないかと考えた。しかし結局のところ父親の命を

救うためには全財産をはたいての「死の闇取引」をするしかなかつた23。

1941年 7月 14日 に派遣されたロシアのノブゴロド近郊でベルランガは「身の

毛のよだつ寒さと恐怖」に震えた24。 ベルランガは凍死者が多く出る中「あのチ

18G6mez,Rufo,A:,ι %た Gαπtt Bιγ′αηgα ,Alicante,2009,p。 73.

Dベルランガ兄弟が50歳 を、母親が80歳 を越えていたにもかかわらず、夜出掛けるときには母親に

怒られるのが怖かったので、隠れて出たほどである。
20 4gπδs′グθθは日本語で響くほど神学的な意味はなく、一般的によく用いられている表現である。
21G6Πlez,Rufo,A.,」乃ガ,pp.76-77.
221941年 7月 に独ソ戦線に約 2万人の「青い旅団」がスペインから派遣された。
23 caneque c。 ,Grau,M。 ,Bルπυθπttθ ,ルタ.Bθγル4gα ,Destino,1993,p.41.
24G61nez,Rufo,A.,Ibググ,p.91.
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ビ (フ ランコ)のために無為に死ぬことがあつてはならないと、いつも脱出を

考えていた」25。

軍医の友人のおかげで救急部隊に配属され、戦闘にこそ巻き込

まれなかつたが、この青い旅団での経験を通じて、Bルπυθπ〃θ制作への教訓を

得ている。それは「誰も自分のために何かを解決してくれたり、獲得してくれ

たりはしないので、何かを得たいのであれば、一人一人が努力しなければなら

ない」という「再生主義」である。これは「アメリカ人は何もスペインの問題

を解決してくれず、我々自身の問題である」26と する、Bルπυθπ〃θにおけるメッ

セージに直接つながつている。「フランコがベッドの上で亡くなつたのは、我々

が彼を追い出す十分な努力をしなかつたからであり、またやりたいことと、実

現しうることの違いでもある」とし、生涯を通じての映画制作の困難さとフラ

ンコとを直接結び付けている27。

青い旅団に行つていれば、徴兵は免除されるであろうと考えていたが、入隊

させられた。しかし家族の友人に大佐がおり、そのお陰で「居心地のいい」隊

に配属された。スペイン独特のアミギスモもベルランガの映画作りによく表れ

ている。

帰国後バレンシアの大学生協シネ・クラブの中心的存在の一人となり、新聞、

雑誌、ラジオの映画批評を担当した。マ ドリッドのⅡEC(1940年 2月 に創立)

に1946-1949年 まで学び、1950年代によく作られた旧弊な歴史映画のパロディー

を制作した。ベルランガの世代が、現場や趣味からではなく、学校を卒業した

初めての監督となる。1951年 には初めての長編映画であるE"夕αttα ルル 28を、

1953年 には Bグθπυθπ〃θを制作している。

1953年 にサラマンカ国民映画会議が催され、スペイン映画の実情を広く討議

するこの会議は、知識人、学生、俳優、ファランヘ党員、リベラルな神父、共

産党の党員に到るまで、幅広い層から支持を受けた。ベルランガも主な参加者

―の一人であった。1955年 5月 にバルデムは「政治的に無効、社会的に偽り、知

的に最低、美的に無価値、産業的に脆弱」という有名な言葉を述べている29。 こ

の会議では、検閲による国産映画と外国映画の取り扱いの違い、批評のあり方、

25」
E"′夕lθυづs′α

26 」E2′夕lθυグs′α
27 」E2′ %θυグs′α
28E"夕αttα ル′ルでもキス・シーンのカットに観客の一人が「すぐカットなんだから」と文句をい

うシーンがあり、検閲への批判をしている。
29 caparr6s Lera,J.M.,月

7s′θttα θπ′グθαグθ′θグπθ θ
`ψ

α′狗′″θSグθ1897カαs′α力9ガ,Ariel,1999,

pp.85¨ 90。
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法制度の整備、労働契約、NO―DO社によるニュース・ドキュメンタリー映画の

独占など広範囲にわたる問題が討議されている。政府はサラマンカ国民映画会

議の要求には全く耳を貸さなかつたが、これを支持する若者によリシネ・クラ

ブが続々と結成された。「公式のスペイン・公式の文化」と「現実のスペイン・

現実の文化」に大きな乖離があることに若い世代は気づかされたと評価されて

いる映画史上の一大画期である。

映画史における偉大なる歴史的事件とされるサラマンカ会議についてベルラ

ンガは「バルデムの有名な言辞を皆が真に受けすぎた。今でこそポジティブに

捉えられているが、当時のあの集会により自分とバルデムの作ってきた映画が

埋葬され、他の映画によって破壊されてしまうこととなり、誤った熱狂が独り

歩きしてしまった」と苦言を呈している30。 運動が大きくなると妥協の産物になっ

てしまうが、サラマンカでの宣言の結果は、ベルランガにすれば発信者の根本

の意図とは大きく離れてしまったようである。

1454年 に結婚したが、ベルランガの結婚式はEJ″〃律 に宗教的風刺として

再現されている。最も安い結婚式を頼んだため、音楽も止められ、蝋燭も消さ

れ、絨毯も取り除かれた。映画では花飾りも取り去られたが、実際の結婚式で

は花だけは残しておいてくれた・ 。1959年 にはソモサウゴに引っ越す。父の遺産

で「少しお金が入つた」ためで、家の購入金額は350万ペセタという、今では想

像もつかない高額であった。現金は投獄されていた父の罰金を払ったため残つ

ておらず、所有していた電力会社も売り払ってしまっていたが、残っていた幾

つかの地所を相続したのである32。

国立映画学校の教授を1958年 からその閉鎖までの1970年 まで務めている。1979

年から1982年 まで最初のUCD内 閣のホセ 0ガルシア・モレーノによって、最初

のFilmoteca Espahola(国立フィルムライブラリー)の会長に任命されている。

以降コンプルテンセ大学名誉教授となり、アス トゥリアス王太子賞を受賞して

いる。しかし、ベルランガのような左翼の知識人とされている者はスペインで

は長きにわたり冷遇され続けたもベルランガにとってアンチアメリカとロシア

との交流は自然な流れだったのであろう。生涯にわたって、ロシアの映画祭に

招待され、審査員としてかの地を訪れ続けた。

1975年 にフランコが亡くなつた際、当然ベルランガが大喜びしただろうとあ

30G6mez,Rufo,A.,“〃,p.119.
31G6mez,Rufo,A.,fb〃 ,p.108.
32G6mez,Rufo,A。

,fιが,p。 112.
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らゆる雑誌が報じたが、ベルランガは哀しみ、喪に服した。彼にしてみればフ

ランコは既に随分前に亡くなつているようなもので、ずつと以前から好きな本

が何でも買え、カフエで好きな話ができるようになつていたからである。ベル

ランガにとつてはるかに重要な政治的事件は、1936年 7月 18日 の軍事蜂起と、

1981年 23‐Fの軍事クーデターとカレーロ・ブランコの死であつた。

2005年以降は病魔に冒され、常々「この苦しみに比べればフランコの検閲な

どなんでもない」33と 話していたようである。ベルランガは最期までトラウマで

あり続けた検閲とどのように関わってきたのだろうか。

3.フ ランコ期の検閲とβ JθんυθんjJo9″L腕 rsλαJ″

フランコ期の映画制作の困難さの要因は検閲にある。検閲は1975年 11月 にフ

ランコ総統が死亡により、立憲君主制の下で民主化が進められ、思想統制が緩

和され、映画検閲が廃止されるまで映画制作を制限し続けた。 `
フランコ体制下では「各種メデイアにたいする国家統制は、1966年 まで完全

かつ絶対であつた」34と されている。40年 に及ぶ独裁制であるフランコ政権下で

は、映画に対する国家的な助成
35と 規制が強力であつたのが特徴的である。映画

は19世紀に誕生して、またたくまに戦争と共犯関係になる。映画は単なる娯楽

の一つではなく、政治的なイデオロギーを表現し、大衆を教育するための手段

としても認識されるようになる。サイー ドが「報道することは隠蔽すること」

と述べているように、敵の悪魔化などの情報操作のツールの一つとなつた。不

都合な映画はプロパガンダ36と して不適切であり、人々の目に触れてはいけない

とされ、検閲、編集により映像をモンタージュされた37。 フランコが政権を掌握

した際、最初にしたことの一つは検閲の整備である。同じファシズムのムッソ

リーニとヒトラーに倣い、スペインにおいても映像メデイアヘの検閲が義務化

される。

33G61rlez,Rufo,A.,9ク
.θグム,p。 331.

34『スペィン現代史 模索と挑戦の120年』大修館書店、1999年、241頁。
35金谷重朗「スペイン映画祭'98」 『キネマ旬報』1250、 96-98頁。スペイン映画の制作には本来国

からの助成が不可欠であつた。映画制作面と人材が多様化するのは、1989年以降次々と開局して

いく民放放送による制作援助が加わつてからのことである。
36プ ロパガンダ映画とは、情報の発信者が自分 (国家)の利益を最大化するため、様々なコミュニ

ケーションスキルを駆使することで受け手の利益を、一方的に説得すると定義される。同じフア

シス トのムッソリーニは「映画は最強の武器である」とし、ヒトラーは映画製作により「公式の

記録の捏造」をしたとされている。
37藤崎康『戦争の映画史』朝日新聞出版、2008年。
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しかしフランコ期の検閲と映画制作には、単純な二項対立構図で説明できな

い複雑な関係がある。ベルランガはスペインの検閲について、検閲は制度その

ものよりも、組織されておらず、いい加減であつたことにむしろ効果があつた

としている。フランコ政権は超保守的傾向を有していたが、検閲において実際

なにが通らないのかの細かいところまではわからなかった。

ベルランガは検閲について以下のように述べている。

齢鯵彬ガ ″らかた非常にスペイン″、すなわちやっつゲ仕事であった 38。

検閲はちぐはぐであク、宗教的、性的、道徳的なるのの乾 羹 夕 鍔 習 を探ナ

ことだとクつかれていた。乙磁ま宝 ぐじやロシアンルーレットの一種● 誰 る

な/c蛯嫁 ぜ検閲ナるの″磁滲 らなかつた。その申で生 じる最悪のことは、自ら。

ヒ大 きなフラス トレーションをグ階起 こナ虜Ξ検閲へと破棄虜判し てしまうこ

とである。確実 ,こ脚本力ヽら削往シ%るの″場 ク、多 窃 期″クこ大きな憲J限となつ

ていた。しかし最悪なのは、検閲の動機力不策 〃であるため 39、 その検閲ナろ

か しないかがまくわからないシーンを、6しかしたら検閲を通るかもしれない

を念ををきつつ、どうするか決めることである。虜ご検閲で最悪なのは、あま

クだろ多 くのシーンを脚本から取 ク除きナま 晟詢動 フ可能 となることと、

遅延たまク融資を失 うことである。このため過剰なレハノックだ走 ク、検閲ノ

イローゼだなつてしまう。ヌペインの検閲カミ まク組織 されていて、

"虜
な規

定″場 だ 全での人間が検閲富のようだ考えてしまうようなこと″ Zめ な

かったはデなので、その意味において、ヌペインの検閲ケま大成功を夕めたとい

ぇる 40

検閲は不条理であり、気まぐれでもあった。フランコは自身もハイメ・デ・

アンドラーデの名で脚本を書きRαzα を制作しているように無類の映画好きで、

エル・パル ド宮殿の映写室で、助言者とともに映画を見て、決定を下していた。

検閲はフランコの個人的な好き嫌いに拠るところが大きかつたようである。ベ

ルランガは検閲の気まぐれについて、以下のように述べている。

38E2′πυお′α
39 Eπ′πυお′α.Bルπυθπグあ の前の映画では、映画が始まるシーンで、一人の職を失つた鉱夫が生きる

ために盗みを働き、警官に撃たれて怪我をしながら逃げる場面で、「警官が銃を外すわけがない」

と検閲が入つた。主人公が警官の奇跡的な射撃の腕前により映画の最初の15分で死ぬということ

はありえなかつたため、計画そのものが取りやめとなつている。
40 Eπ′πυた′α
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ここ rθJ夕励 θグθtt a Fα〃θりの映写技師 とタ ク合いとな ク、どr昔 してもら

多ことが この時期非常ケこ大事な ことであつた。「 rフ ランコ″リ ケ″ 虜 してい

たので、この映画は気 だ食わ 式 赫 行 ン のシーンル

"ハ
してしまうだろうゴ

「フェルナン ドοレイの映画が鎌 いなので攻 ク除いてしまったゴ と、フラン

コ

"〃
き嫌 いたよつて決まつていたため、検閲は気 まぐ

｀
れ であ ク、あらゆ

る情報源を探 さなゲればな らなかつだ 1。

表 1 スペインにおける検閲関連年表 42

年 検 閲 効 果

初期
映画館の衛生、建築の安全性、火災予防に関する

基準が設定。

1910年 12月

29日

入場料の5%の税金がかけられ、青少年保護委員

会と物乞い撲滅委員会の活動資金に当てられる。

1912年 11月

28日

青少年保護を目的とした検閲が導入。全ての映画
は上映前に市町村役場に届出。

1913年 映画の事前検閲が制度化

1937年 1月

14日
情報宣伝局創設

1936年～1974年まで多数の外国映画が

上映禁止。

1937年 3月
21日

セビーリャとラ 0コルーニャに検閲委員会鮮風道・

プロパガンダ委員会に属する)

1937年 4月 唯一の政党と認められたファランヘ党内に報道宣

伝局が倉J設 され、その下に国民映画部が設置。

1938年

ラモン 0セ ラーノ・スニェル文化相はディオニシ

オ・リドルエホを報道宣伝部長に、マヌエル・ガ
ルシア・ピニョラスを国民映画部長に任命。ピニョ

ラス国民映画部長の下で「ノティシアリオ・エス
パニョル」のニュース映画ルポタージュ、 ドキュ

メンタリー作品が制作。

1938年 11月

2日

戦時中の検閲制度でもっとも強固なかたちを
｀
とる

内務省の中に検閲委員会と検閲高等評議会が「映

画の大衆への影響力は否定できず、そのためその

本来の使命を逸脱する危険の内容国家が諸機関を

管理する」。

1939年 7月
15日

自治省内に検閲課が設置されシナリオ検閲が義務
化さオLる 。

エ ドガル・ネビーリェ監督『マドリッ

ド戦線』は内戦を扱うが、負傷した国

民軍と共和派の二人が抱き合うシーン

がカット。セリフも大幅に書き換えら

れる。同監督の『嘘のニュース』上映

禁止処分。

1940年 2月
21日

自治省内に映画部が設置。国立映画学校設立。国

策に則つた基本構想をまとめ、宣伝映画、ニュー

ス映画、 ドキユメンタリーの制作促進を指示。

41E2′πυお′α
42 caparr6s Lera,J.M.,″

・θグ′・小倉英敬

『常盤会学園大学研究紀要』23-37頁。

「ポスト・フランコ期における「スペイン内戦」映画論」

乾英一郎『スペイン映画史』芳賀書店、1992年。
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年 検 閲 効 果

1940年 4月
9日

全ての制作会社に6月 と12月 にそれぞれ半年間の

制作計画書提出を義務化。①制作計画②シナリオ
③完成作品、三段階の検閲。

41年カルロス・アレバロ監督『赤と黒』
フアランヘ党員の少女が共和国軍志願
兵と恋に落ちるが、共和国派に殺害さ
れ、男性の方も共和派に粛清されると
いうストーリーに対し、この恋愛自体
が成り立たないものとして上映禁止。
41年『巡洋艦バレアレス』が上映禁止。

1941年 4月
22日

北アメリカとイタリアの映画によつて祖国の言語
の植民地化と破格用法を防ぐために、映画の吹き

替えが義務化される。

1942年 12月

7日

戦争プロパガンダとして各国で用いられたニュー

ス映画のためのNO―DOrLが設立。民間レベルのド

キュメンタリー映画消滅。NO―DO社制作のニュー

ス映画の上映が全ての映画館に義務付け。

1976年 1月 1日 まで継続。『あの有名
なルース・マリア』が上映禁止。

1943年 5月
18日

産業商業省の省令により、自治省による検閲を通つ

た上で、産業商業省において制作プランが改めて

審査され、その評価によって必要な資材が与えら

れ、かつ、出来上がつた作品の評価によつて外国

映画の輸入件を与えられる。そのための映画審査

委員会が設置。

自らの価値観に照らしていかに良い作
品を作るかよりも、いかにして映画審
査委員会のよい評価が得られるような
作品をつくるかが興行上も経営上最重
要視される。『 ドン・フアン・テノー

リオ』『愛を馬鹿にした男』『フアン・

シモンの娘』が上映禁止。

1944年 6月
15日

「民族的価値の高揚、道徳的、政治的原則の教育に

足ると認められる」作品に対し、国家利益という

等級が定められる。この評価を受けた作品は、興

行的に一番いい時期に公開、再公開され、観客数
が全映画館の50%を越えるまで延々上映される。

スペイン映画の振興にはなつたが、多
くの映画製作会社や個人のプロデュー

サーが第一作目を作つただけで消滅。
外国映画の輸入権を手に入れるだけが

目的となる。

1947年
フランコ体制の思想を反映した映画制作推進を目

的とした国立映画研究所が設立。

ベルランガ、バルデムが一期生とな
る。

1951年

情報観光省が創設。労働者によるストライキなど

社会の不満が顕在化。反体制運動はもとより、そ

れにつながる表現がないようあらゆるメデイアを

検閲。また外国向けのスペイン・イメージを管理
し、経済的な援助を受け易くし、観光客をひきつ

ける目的。     ―

1952年 2月 情報観光省の中に映画・演劇総局が設けられ、映

画指導部が設置。

1952年 3月

映画検閲が産業商業省から情報観光省に管轄が移

管。映画指導部内に映画審査検閲委員会が設置。

検閲の対象となるのは、宗教的な意味での道徳、

公序良俗、政治的社会的内容。映画経済課も設置
される。

「根なし草 (Surcos)事 件」により、
ガルシア・エスクデーロ演劇総局長も
離職。

1952年 6月
16日

映画が1■A.B、 ル A.Bと 3‐に分類され、評価に

応じて損失額の50,40,35,20%の 助成される。

1962年 7月

映画・演劇総局長に復帰したエスクデーロにより、

同総局が廃止。国内映画制作に関わる政府内の管

轄が、大衆文化・興行総局に移管。映画審査検閲

委員会を改変し、映画検閲院会及び映画審査委員

会の構成員を変更。新しい考え方をもつ映画評論

家や映画研究家を送り込んで影響力を強化。
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年 検 閲 効 果

1962年 12月

特別映画価値観という「良質で、道徳的社会的、

教育的、あるいは政治的に特に優れた作品」に対
しての新しい評価方法を確立。

1966年
出版制限を緩和する「出版法」を立案し、脱フラ
ンコ体制ヘ

1967年 11月 映画・演劇総局が廃止。

1968年 1月 大衆文化・興行総局が創設。

1970年 3月
映画局が設置。特別映画価値助成の廃止。主要映

画専門誌の廃刊。国立映画学校のマ ドリッド大学

情報科学部への移管。

1972年 8月
映画検閲評価委員会が廃止。映画指導評価委員会
が設立。

検閲ということばが使われなくなつた

だけで、検閲制度がなくなつたわけで

はない。

1974年
カルロス・アリアス・ナバロ首相の開放政策の発
表と民主化路線転換の中で、映画総局が設置。

1975年 3月 新たに映画評価基準が設定。
映画に関わる状況に実質的な大きな変

化はない。

1976年 4月 映画の検閲全廃。

フランコ独裁体制下で上映禁止となつ

ていた映画が有名な作品だけでも180

本以上一挙公開による外国映画氾濫。

1976年 6月
情報・観光省の廃止。文化省の中に映画総局が設
置。

1976年 11月 作品の内容により観客の年齢制限を付す政令。

1978年 4月
NO―DO社 が独占してきたニュース映画制作自由
化 。

40年代の映画のジャンルは、政治的偏向内戦映画であり、愛国的歴史映画、

戦争映画が多い。題材をスペインの歴史に採りながら、あくまでも主観的にス

ペイン人の気高い精神を描く、つまり内戦後のフランコ体制が主張した栄光の

スペインにつながる形で、過去のおける出来事を描いた作品が大量に制作され

る。客観的視線を持とうとしてはならず、あくまでも勝利者の側に立たなけれ

ばならない。またその内容から大作主義路線を生み出すことになる。Rαzα (『種

族』1941年 )がその顕著な例であろう43。 また内戦前と同様に、サルスエラを原

作としたものやカルメンものが作られたがもはや主力ではなかつた。

431942年公開のフランコ期の国策映画。監督のホセ 0ルイス・サエンス・デ・エレディアはファラ

ンヘ党を設立したプリモ・デ・リベラの従兄弟にあたり、映画審査委員会から高い評価を得てい

る。愛国心と“Ab劉 o la inteligencia,宙 va la muerte"(知 性をやつつけろ、死よ万歳)と死の文

化が基盤となつている。強欲な悪役である共和国派国会議員である長男ペ ドロと正義感と強い軍

人となった二男ホセが対立するが、三男で修道士になつたハイメが教会の焼き打ちで惨殺される

ことによリペ ドロは共和国を見限る。しかし重要な図面をスパイに渡してしまい処刑される。国

民党軍戦勝パレー ドで幕を閉じる。
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検閲では、共産主義、社会主義、自由主義に関わる政治思想のカット以外に

も、軍隊や教会、聖職者に対して少しでも敵対するような台詞もカットされた。

女性の素足や、キス・シーン、水着姿などが検閲によリカットされた。これら

検閲によリブニュエル監督が追放されている。

40年代のスペイン映画の方針は50年代に大きな転換期を迎える。第二次大戦

後スペインが国際社会に復帰していく中で、1951年に観光省が創設され、外国

向けのスペイン映画が制作される。観光誘致を意識した映画制作が採用され「カ

ルメンもの」のパロディーフラメンコやマカロニ・ウェスタンなど文化を単純

化し、それを収入源として見込む映画制作が推進された。このようなスペイン

化は文化の埋葬であるともいわれ、映画史において「80年代までのスペイン映

画は陳腐なコメデイーであつたJと いう決まり文句があるが、それはこの時代

からの映画作りの伝統によるものであろう。

50年代は検閲の時代でもあったが、スペイン発の映画が国際的に評価され始

めた時期でもあつた。また、検閲の規定 (C6digo de Censura)か ら、社会の

現実を表現することに重点が置かれる移行期にあたり、そのような流れの中で、

NO―DOのモノポリーの終焉の時期にもあたる。この時期に、あくまでも国策に

沿つたかたちで娯楽映画を作った人たちとは一線を画する映画が製作されるよ

うになる。40年代から愛国的歴史映画のジャンルを破 り、政治批判の合みを持

つ50年代の映画制作への画期となつた作品は、S%πθs(『根無し草』44、 1951)で

ある。スペイン映画史を変えてきたのは、スペインの醜い側面 (Cara fea de

Espaha)を描く社会批判であり、Surcos事件により、共和国時代からの風刺、

風俗描写、社会的 ドラマ、人種差別、民俗的、滑稽、策謀といった映画におけ

るスペインの理が、フランコ期40年代の中断を経て回帰してくる。このような

新しい流れを象徴するのがベルランガ映画である。

ベルランガのインタビューでの トピックスの一つが「なぜBルπυθπ〃θが検閲

を通つたのかわからない」である。ベルランガヘのインタビューで検閲に通っ

た理由として「検閲官がなぜか「この映画はスペイン文化とスペイン民族の優

越性を表した夢である」と解釈したからだが、今日に至ってもまだこのことを

説明できない」と述べている。「検閲は、スペインはモラル的にも社会的にも退

廃した外国よりも優位にあること、そして前に進むためにアメリカなんかの援

助を必要としていないことを表しているのだと主張していると理解したようで

44ニェベス .コ ンデ監督のSππθs(根無し草、1951)が 失業、貧困、犯罪などマ ドリッドの下層民

の生活を描いたことから、教会や保守体制派からの批判を浴びて上映禁止処分を受けた。
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ある。検閲の人間が脚本にある風刺を理解できなかつたのだろうと」結論づけ

ているが、Bルπυθπグあ に関して、幸運だつたのは、ベルランガがまだ無名の新

進の若手であつたため、検閲が真剣かつ細かく行われなかつた点である。脚本

については検閲そのものがなかつた。唯一検閲が排除するとしたシーンは尊重

の演説で “vosotros,que sois inteligentesy depaados(知的で頭脳明晰であ

るあなた方)"と 言 う際に、完全な田舎ものの顔ぶれを映したかった。これはス

ペインの農村の後進性と役人の操作を表す時宜を得た冗談であると考えていた

が、検閲官は農村の人々への残酷な嘲笑であり、不愉快であると、家父長的な

説論をしただけであつた。ベルランガは、フラメンコ流布のためのフォTク ロ

ア映画のジャンルだと言ったのが通つたとも述べている。また検閲は誰が行う

のか、どういう経緯があるのかによつても大きく左右されるが、プロデューサー

の一人が元聖職者で、フランコ政権に入党していることで知られた人物だった

ことも幸いしたのではないかと、ベルランガは後に述懐している45。

また、既に完成した映画が上映禁止になることは、自らの、そしてプロデユー

サー、多くの人々のキャリアの息を止めてしまうことになる。検閲には通つた

が、「ベルランガは共産主義者よりずつとたちが悪い、悪しきスペイン人である」

とフランコの怒りを買った。Bルπυθπグゐ以後検閲はいかなるベルランガ映画も

通さなかつた46。 また、反スペイン主義、反アメリカ主義であると捉えられ、当

時最も大きな配給会社社長は、時間の無駄だと、不平を言いながら30分で外に

出てしまっている。

それでも上映したのは、カンヌ映画祭での受賞による国際的評価によるもの

である。外の目を気にし、外国の評価を優れているものとし、そして自身に劣

等感を感じていた時期の表れである。Bttπυθπ〃θは、聖週間の只中である聖土

曜日に上映され、 3日 と看板が出ていなかつた。この時代、聖週間の間映画館

は閉まっている。 1、 2日 は開くが、みんな聖週間というビッグイベントに気

が向いており、誰も映画館には通常足を向けない時期である。この条件下での、

かたちばかりのロー ドショーだつた。開かれた体制のイメージ作りのため、上

映禁止にはならなかつたが、このような上映では失敗に終わると考えられてい

45E2′πυグs′α
46グ ランビアを人々が通りすぎるシーンや当時有名だったパサポガ・ミュジックホールから数人の

司教が出てくるシーンですら消された。E"ιπυお′α。1949年構想の Lα υασ%グ′ルは検閲にひつかか

り、ポス ト・フランコ期に上映。また検閲のため映画化できなかつた Bttπυιπ〃θの一部分である

EJ sπθ勿 グθ′α παιsι2が生涯最後の映画となる。そのキャリアの初期から最後まで、βグθπυιπググθ

がもつともこだわった映画であることがわかる。
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た。しかし、Bルπυθπ〃θは不ペイン映画史上最も収益のある映画となった。
ベルランガは生涯を通じて検閲による映画制作の制限を障壁として批判して

いたが、ベルランガの代表作は検閲のあった初期に制作されている。検閲によ

る縛 りの強かつた時期からサラマンカ国民映画会議への改革期に代表作のある

監督は他にもサウラやバルデムがいるが、フランコ期なくしてベルランガの傑

作もないといえる。15世紀から19世紀までの異端審間による表現の制限におけ

る黄金世紀文学、そして20世紀の検閲への抵抗の中での、政治と文化の相互嵌

入的関係からの風刺文化の鍛錬は、スペイン文化における重要な要素であると

いえよう。

3. ルBJθんυしんJαo,上衛s,ιθr ttrsλαJJ′

Bルπυθπググθは、これまでのスペイン映画の中で最も有名な映画の一つである。
ベルランガはその生涯において多数の映画に携わり、ナシオナルシリーズで大

きな人気を得たが、代表作はなんといってもBルπυθπググθである。

表2 ベルランガのフィルムグラフィー47

n7 Gomez Rufo, A.,op.cit. Sojo Gil, K., "La presencia estadounidense en Bienvenido Mister
Marshall (1952) y en otras peliculas espaflolas de los cincuenta" , Pomemcia cle Kepa Sojo Gil
del 16 de Septiernbre de 2010 en el X Congreso de la Asociacion de H" comternporamea Nueuos
Horizontes del pasado: Cwlturas politicas, identidades y forrnas de representacion ,

Universidad de Cantabria. Santander, pp.1-14 . !.0l+.11.

年 タイ トル (邦語訳 ) 分 担 受賞/検閲
1950 Cerco de ira(怒 りの包囲) 原 作

1951 Esa pareja feliz(あ の幸せなカップル) 監督 脚本

1953
Bienvenido,Nfister Marshall

(よ うこそマーシャルさん)

監督 脚本

1953年カンヌ映画祭ユーモア映画賞
1953年カンヌ映画祭脚本賞、批評賞
に特別な言及。
1954年エディンバラ国際映画祭で紹
介される。       ｀

映画組合最優秀賞。

1954 Novio a la宙sta(見 せかけの恋人) 監督 脚本

1955 Fanlilia provisional(イ 反の家族) 脚 本

1956 Calabuch(カ ラブッチ) 監督 脚本

1956年 ヴェネツィア国際映画祭
OCIC最 優秀賞
1956年興行組合第二位。

1957 Los jueves,milagro C奇 助卜(aォこ日程日) 監督 脚本
1958年バリャドリッド国際映画祭最
優秀映画賞補。

1959 Se vende un tranvia (電 車売 り1糞 す ) 脚 本

1961 Placid。 (プラシド) 監督 脚本

1961年映画作家会最優秀作品賞。
1961年興行組合第 5位。
オスカー賞にノミネー ト
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年 タイ トル (邦語訳 ) 分 担 受賞/検閲

1963 Las cuatro verdades(4つ の真実) 監督 脚本

1963 El verdugo(死刑執行人 ) 監督 脚本

1967 La boutique e'7 < v 2) 監督 脚本

1967 Dias de宙 eio c010r(セ ピア色の日々) 出演

1968 Tuset street(ト ウーセ ット通 り) 出演

1968 Sharon vestida de roio(赤 い服のシャロン) 出演

1971 iVivan los novios!(恋 人たち万歳 !) 監督

1974 Tamaho natural(等 身大) 監督

検閲で不可となり、1977年 12月 1日

まで上映禁止。1978年 2月 25日 が封

切り。

1977 La escopeta nacional(国 民銃 ) 監督 脚本

1978 Una noche embarazosa(や つかいな夜) 原 作

1979 Cuentos er6ticos(エ ロテイックな話) 出演

1979 A mia cara mamma(私 の大事なお母さんへ) 原作

1980 Patrorilnonio nacional(固 有財産 ) 監督 脚本

1982 Nacional III(ナ シオナル第三部) 監督 脚本

1983 Dinero negro e7 v r<l--) 出演

1985 La vaquilla(小 さな牛) 監督 脚本

1985年マドリッド・レジャーガイド、

作品部門ブロンズ賞
1985年マドリッド・レジャーガイド、

監督部門ブロンズ賞

1987
Los lrLOrOS y cristianos

(モ ーロ人とキリス ト教徒)
監督 脚本

1993 Todos a la cttcel(み んな刑務所へ) 監督 脚本

1993年スペイン映画芸術科学アカデ

ミー作品部門ゴヤ賞
1993年スペイン映画芸術科学アカデ

ミー監督音『門ゴヤ賞

1996

Blasco lbahez,la novela de su vida

(ブラスコ イバニェス、その人生についての

小説 )

監督 脚本

1999 Pa五 s―Tombucti(パ リートンブクトゥ) 監督 脚本

2002 El sueho de la maestra(女 教師の夢) 監督 脚本

Bルπυθπ〃θはベルランガ監督がごく初期に制作した作品である。この時期の

映画のほとんどが旧態依然としたものであったが、これら「公式」のスペイン

を代表する映画に対して、バルデムとベルランガはそれまでにはなかつた新し

いスペイン映画の流れを作つた。Bルπυθπ〃θは、1952年 に撮影が始まり、1953

年 4月 4日 に封切られた。同じ年の9月 26日 には、相互援助協定 (マ ドリッド

協定)が締結され、スペインは大いなるアメリカの支援を受け、他国の戦略に

組み込まれることとなつたが、この時期ベルランガ映画ほど批判的かつ辛らつ

にアメリカ人を描いたものはない。またその後の映画もベルランガの成功にあ
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やかつて、類似の多くの映画が作られている。

制作当時である1952年 とは具体的にどのような時代であり、それはどのよう

にBルπυιπ〃θに反映されたのだろうか。フランコ独裁体制が確立されると、国

際的に孤立48してぃき、それに伴いスペイン映画も孤立していく。社会の立て直

しは急務であったが、外国からの援助は望むべくもなく、全てを国内だけで対

応しなければならなかつた。国内では思想統制が強化され、表現の自由が制限

され、映画制作も大きく束縛されることとなる。

しかし1940年代後半の冷戦による国際情勢の変化は、スペインの国際社会復

帰を促す。1950年 11月 4日 に国連総会排斥決議が解除され、1955年 12月 15日 に

は、国連加盟が認められた。また1953年 のアメリカとの相互援助協定は、フラ

ンコ内閣の方針に大き,な変化をもたらした。そのためBルπυθπ〃θは上映を禁止

されなかつたのである。国際的な評価を受けたため、スペイン政府は上映し、

でもすぐに上映をやめさせることに決定した。また人々が映画を理解せず、成

功もしないだろうと考えていた。また政府は一瞬でも上映禁止しないことによっ

てフランコ政権のファシズム独裁政権イメージ払拭の意図と、政治的開放性 (と

くにアメリカに対して)を印象付けようとした。

Bルπυθπ〃θのモチーフ49は、そのタイトルからもわかるように、スペインとマー

シャル・プラン50と の関係である。1947年 のマーシャル・プランに対するスペイ

ンの反応についてである。スペインの独裁体制は民主主義と対立するスターリ

ンの全体主義だとして欧州復興計画の蚊帳の外におかれてしまっていたが、1949

年から借款というかたちでアメリカの援助を受け始める駐。勿論これはマーシャ

481939年 5月 に国際連盟脱退、第二次世界大戦が始まるやいなや 9月 4日 に中立宣言するものの、

1940年 6月 12日 に非交戦国を宣言し、1941年 7月 には、独ソ戦線に約 2万人のスペイン軍部隊を

派遣した。1943年 10月 に再び中立路線に復帰したが、第二次世界大戦後にフランコ政権の国際的

孤立が深まる。1945年 8月 2日 ポツダム会談で反スペイン声明が出される。1946年 2月 9日 には

国連総会がスペイン加盟申請を拒否、同年 3月 にはアメリカ、イギリス、フランスの 3カ 国政府

がフランコ政権を非難する共同声明を発表、同年 12月 12月 には国連総会がスペイン排斥決議を採

択した。こうして ドイツ、イタリア、日本が戦争に敗れた後も唯一生き残つた全体主義国家とし

て、スペインは国際社会から完全に閉め出され、孤立を余儀なくされてしまう。
49 caneque c.,Grau,M。

,9夕 .εグム,p.10。 当初は、E′ υグπθノθθθαθθル (ワ インとコカコーラ)と いう

タイ トルで、アメリカ人がコカコーラエ場を村に建設し、それに対するスペインの伝統と習慣の

反乱が起きるという内容にしたかつたが、実現しなかつた。
50第二次世界大戦後にトルーマン・ ドクトリンと呼ばれる共産主義封じ込め政策が発表され、同時

に国務長官ジョージ・マーシヤルが欧州経済復興計画を発表。このマーシャル・プランにより、

西ヨーロッパの経済復興が始められた。

・ 「フランコ独裁の凋落」『月間自由労働』4、 8-9頁。1953年 にワシントンとマ ドリッドで相互

援助協定が調印された。
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ル・プランと混同すべきものではない。しかし、ここからアメリカがスペイン

にとつて巨大な存在として立ち現れ始める。

マーシャル 。プランはスペインには適用されていないが、ベルランガは、こ

れを逆手にとつて、他力本願な姿勢や、勝手な空想に夢を託し、現実を直視し

ようとしないスペイン人を痛烈に批判した。

Bルπυθπ〃θのあらすじは以下の通りである。カスティーリャ地方のビジャー

ル・デル・リオという寒村に、政府の高官が現れ、経済援助を与えるために国

内を巡回しているアメリカの使節団、即ちマーシヤル・プランの一行がこの村

を通ることを告げ、一行を歓迎するようにと村長に言 う。歌手カルメン・バル

ガスのマネージャーのマノロはそれを知って、アメリカには興行に行ったこと

もあり、アメリカ人の好みはよく承知しているから任せろと自分を売り込む。

マノロに拠れば、アメリカ人がもっているスペインのイメージは闘牛にフラメ

ンコ、つまリアンダルシア風のものの方が受けるという。村長とマノロは急遠

マ ドリッドに出かけて必要な材料を調達し、村の目抜き通りをアンダルシア風

の作りに見せかけ、村の入り口にはBienvenidos/¬Welcome(歓迎)の横断幕

をかけ、村人には全員アンダルシアの民族衣装を着せ、村に帰る途中に車の中

で作り上げた「アメリカ人賛歌」52を歌わせる。村人たちにマノロは、この歓迎

が気に入れば、アメリカ人たちはこの村に長期滞在し、全員の希望を叶えてく

れるだろうと広言する。小学校の先生を講師に、アメリカについての勉強会を

開き、村あげてのリハーサルまで行い巡回当日を待つ。村人たちは自分の欲し

いものを申告するために長蛇の列を作り、 ドルをもらいたい、鉄道を敷いても

52 Los yanquis han venido,ア メリカ人 (北 米・ヤンキー)がやってきた o16 salero,con mil

regalos,愛嬌とたくさんのプレゼントを持って y a las nihas bonitas 飛行機でもつてそして

かわいレヽ女の子たちに贈るだろう van a obsequiarlas con aeroplanos,con acroplanos de

chorro libre 空を切る一機の飛行機で que corta el aire,y tambiOn rascacielos,bien
conselvaosそ してビルも、冷たいまま保存してくれる en frigidaire。 “ESTRIBILLO(リ フレ

イン)"Americanos, アメリカ人が 宙enen a Esp血 a スペインにやつてくるgordos y sanos,

太っていて元気な、 viva el trOnlo 気前よく de ese gran pueblo 権力のある偉大な国の

con poderio,o16 Virginia, 万歳ヴァージニア y Michigan, そしてミシガンy宙vh Texas,

que no esta mal, テキサス万歳 os recibimos 受け入れるのは悪くない americanos con

alegria, 喜びと共にアメリカ人を o10 mi mare, 海風万歳 o16 misuegra y 姑万歳 o16 mi

tia。 “おばさん万歳" EI Plan Marshall nos llega マーシャル・プランが我々の利益の為に

外国からやつてくる del extranjero pa nuestro avlo,y con tantos parneses たくさんのお金

と一緒に va a echar buen pelё  湯水のごとく浪費する Villar del Rlo.ビ ジャール・デル・

リオTraeran divisas pa quien toree いろんなものを、上手に闘牛をし、走る人間に m● or

corria,y medias y camisas ストッキングやシャツを pa las mOsitas mas presumias." 見

栄つ張りの女性たちに
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らいたいなどそれぞれの希望を聞いたりする。自分の申告しようと思つていた

ミシンを他の人主婦が頼んでしまい喧嘩まで始める始末である。緊張と興奮の

中で、村長は、自分が西部劇のシェリフとなつて、お尋ね者のマノロたちと酒

場で派手な撃ち合いをする夢を見る。司祭は、Ku Klux Klanに 捕まって、尋

問された挙句、反米活動委員会で死刑の宣告を受ける夢を見る。先祖が中南米

の征服に関わつたことが自慢のルイスが見たのは、原住民に釜茄でにされる夢

である。子沢山の農夫フアンは、畑に飛行機からサンタクロースがUSAのパッ

ケージに入つた トラクターをパラシユー トで落としてくれる夢を見るが、結局

は牛で畑を耕し続ける日々に戻る。抑圧された女教師エロイーサはアメリカの

野球選手に犯される夢を見るはずだつたが、この時点ではカットされ、ベルラ

ンガ生涯最後の映画 EJ s%θπθ虎 ル 解αθs′%と して短編で別途製作された。そ

して当日、代表団の一行は車を止めることもなく、村を通過してしまう。

このような夢と現実の構図、失敗している主人公、スペイン帝国の衰退とい

うのは黄金世紀文学の主題でもある。ベルランガ自身も黄金世紀の文学、そし

て98年の世代とのアイデンテイテイーを認識している53。

Bルπυθπ〃θは、スペイン語の御伽噺の定型句「昔々あるところに(Erase una

vez)」
54と 、長い la voz en offで 始まる。ビジャール・デル・リオ55と ぃぅ架空

の村を舞台とし、イダルゴ、村長、女教師、農民、1800年代の自由主義風の医

者が登場人物といった、非常にスペイン的で普遍的な寓話である56。 ァメリカ人

を東方三博士に見立て、天からのマナのようなプレゼントを期待している。マー

シャル・プランを、クリスマスの子供へのプレゼントとしているが、そのプレ

ゼントというのは、経済的アウタルキーからスペインを救い出し、ヨーロッパ

復興の列車に乗り損なうことなく、発展に向かうことである。また、実際のと

ころプレゼントを切望しているのは大人たちであるが、その大人たちというの

は、フランコ体制という家父長的な「父」に見張られ、やるべきことを指示さ

れ、全ての決断をされ、子供であることを無理強いされている。このことを前

53 Entrevista.

54 Entrevista.

55 Guadel破 de la Sierraで撮影された。この村には教会がなかつたので、ダンボールで教会の装飾

を作つた。
56『 ビクトル・エリセ』紀伊國屋書店、2010年 、33頁。Erice,V。 ,EJ″″′πカ ルθθ′πιπα,Elias

QuerdetaoPoC.,1973、 も同様の手法で、ある時代と場所の双方の設定をしている。冒頭のタイ ト

僕:fiだ /易曇ご亨おお二椙ねElヲ琴雀了奪警牝Ь雲覗特『1「堰市長3算言魔年雫9Y軍
ホーテ』の書き出しを想起させる言葉で始まる。
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提に、映画の構成要素を8つの項目に分けてみていく。

a)カ スティーリャの村

Bグθπυθπ〃θの舞台は、カスティーリャ地方のビジャール・デル・リオという

架空の小さな村である。そしてその後進性を最初に広場に面した村役場の時計

が写されるシーンが表現している。広場の時計はいつも止まっている。そして

動くとしたら後ろにばかりであり、時計の針を手で動かして動いているふりを

させても、その手をもってして後に時間をまわしてしまう。それについてマノ

ロは「アメリカ人は進んでいる時計しか見ない」と叱責している。夢の中でマ

カロニ・ウェスタンの格好をした村長は時計を銃で打って早送りさせる。フラ

ンコ政権の役人はVillar del Rioを Villar del Campoと いい間違え、村への軽

視が表れている。役人はアメリカに諮 うため、村の惨めさを隠すべく、嘘の情

報で歓迎を促す。ベルランガは「カスティーリャの小さな村であるビジャール・

デル・ リオを素通りするアメリカ人」というシーンにより、従順で希望のない

当時のスペインを表象し、それに対しスペインに対するアメリカ人の軽蔑から

抜け出るために、ベルランガの「再生主義者」のメッセージとして最後に、自

分たちによる解決とスペイン人の連帯と協力を提示している57。 このアメリカ資

本主義の子会社たるスペインにおける田舎のコメデイーと農村のミクロコスモ

スという舞台装置は、ベルランガの Bグθπυθπ〃θの成功にあやかり、その後様々

な映画で模倣されている58。

b)ア ンチアメリカ

映画の中ではアメリカについて常時言及され、ビジャール・デル・リオの住

民の全ての詐欺や幻想に入り込んでいる。最初に、常になにか悪いことをもた

らし、住民に恐怖をもつて迎えられたフランコ政権の役人59が ァメリカ人を以下

のように説明している。

57 saO Gil,K.,42θ
ttθαπθs οs πθグbグπθs θθπ αJagγ′α。し物α αρ夕lθχグπαθグうπαBグθπυθπググθ tts′ ιγ

脆 熔力α′J,Madrid,2009,pp.285‐ 295。 この時期の初期の映画にベルランガの regeneracionista

(再生主義者)と しての基本的考えが現れている。共同製作者のバルデン共産主義が表れている

ことが多いが、しかしファランヘとの関係については、ベルランガの19世紀のsui generis(そ れ

自体としての再生)イ デオロギーが表れている。
58 rθ グθ ιs夕θsSグ bル θη G%′παグα(1954),42π グカクノπ2夕θ′ガルθ(1955),E′ P%ιπ′ιグιルタαZ(1957).

など。
59役人が来ると警鐘を鳴らすなど、異端審問官の来る際の対応と重ねられている。
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降大なる国家の代表者は、浸 6乏 しい〃‐しか もっていな円 夢 髪 ちを援助ナ

ることを嬬階わない。〃長よ、我々の反人たちは老アメノカス、呉体的にはヨー

ロッ
～

卸 輯 暫 ケなわちマーシャル・フ
゜
ランのスペインでの代表者たちである。

それ灼 髪 彩 まうだ夕らヒ迎 えスれなさい。彼らは見大 であク、来訪時には、

夕■革力ゝ停 まる第 塑 警 ってきてク 必 60。

役人のメッセージの内容はスペインの貧窮の前に有望な東方三博士のような

来訪者がやってくることについてである。鉄道には二重の意味があり、交流の

進歩の象徴であり、鉄道が通らないビジャール・デル・リオは進歩から隔離さ

れた場所であることを意味している。スペインでは僅かな公共工事しかできず、

期待しうるアメリカの援助があれば新たなインフラができるのである。

またアメリカを以下のように称揚している。

務済力だ房 しては、/メ ノカ合衆国クま最大の生産者 で年膨 θθθ
"θ

θθハンのグ

と,籍を、θθθθθ
"θ

θハンの石油を、イθθθθθθハンの″を、
"θ

θ
"ハ

ンの″を産 し、

また
"θ

θθθtt「の豚を飼育じ…
“

長い経済的な数字のデータを引用した演説により、住人に北アメリカ人は、

世界的な偉大な強国であると印象付け、慎重な村の住民を驚嘆させ、これほど

豊かな大国ならば村を、ひいてはスペインを代償なしに、そして利他的に復興

してくれるだろうと信じさせていく。無論現実はそうではない。

次に非常にNO―DOら しい誇張した表現によつてデータが以下のように示され

る。

さらだよク早 く、まク多 くの″だマーシャル・プランはやつてくる。プラン

ケこ期限はなく、増加していぐ。最近のθ夕月″だフランス′ま5θθ皓の ハラクター、

Iθθθ台のジース Iθθθθθハンのカナダの//ヽ麦を受け取 ク、θθΞ以上の運
'び

込み

力ゞあつた…計画はヨーロッノヾ復興のための善意たよるものである。ナポノのタ

事へは到彰 堆 愛 だ
"の

積荷力`送 られた後、増加の下途をたどっている 62。

60 sojo Gil,K.,“ La presencia'';op.Cit.,p.3.
61 ctteque C.,Grau,M"Bグ θπυθπググθ,ル.B″滋s,Destino,1993,p.119。 この箇所はバルデ

ムが 22θ誌の、800000000リ ットルのコカコーラが生産されている記事を読んでインスピレーショ

ンを得たものである。
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トラクターは農業の進歩の象徴であり、農夫フアンや他の小作農が惨めな生

活から脱出するために切望している道具である。

このアメリカヘのイメージを利用した、マノロの公での法螺は以下の通 りで

ある。マノロはおそらくボス トンにいたことはない。典型的なピカロであり、

黄金世紀のピカレスク小説と同じように貧窮しており、頑固で、多弁で、都合

のいい時に難聴になる村長と対比的である。

誰力漱 以上だアメノカスを知っているというのか 7・ 誰ん`国際興行を計琶 じ

ながら万年 6ボス ハンで週ごしていたのか 7アメノカ人一人一人の誕生を月て

きたと言っても週言ではない。アメノカスはいつも急いでいる″ミ イ″は人々

だフ
゜
レゼントをしつなな しだし、″つてきた全でのだルをカフェに置いて行く。

イタ月は滞在 してくれるだろう63。

ベルランガの映画ではスペインを資本主義が素通りするのではないかという

疑いからくる不安感とペシミズムが一貫して感じられる。E"夕α″αルル にも

あるように裕福な人間はなにかズルをしている人間でさらには「アメリカに行

けば儲かる」という法螺を吹く。内戦後のスペイン社会の閉塞感と、Transatrantica

(ア メリカヘの大西洋クルーズ)の ような Cine dentro de cine ttj中 劇)を用

いた表象もアメリカヘの期待と疑念は一貫して見られる。同様のシーンは、イ

ダルゴが大西洋に出向し、釜茄でにされるなどの、司教、村長の夢でも用いら

れている。援助は欲しくても、よくは思つていないアメリカに対する微妙な姿

勢も評価に反映されている。EJ υ″蒻ばθでは、期待するシーンでHttθπαル

θグυグルαθグδπ α%θttθαπα『アメリカ文明の歴史』という本が登場する。LοsノπθυθS,

多′J鍔%では、アメリカの薬による特別な効果を期待している。

最後のシーンで、水路をアメリカ国旗が流れ、それをアメリカヘの侮辱だと

カンヌ映画祭の審査員ロビンソンが激怒し、上映禁止を要請した。スペインの

国旗も同時に水路を流れているのでアンチアメリカではないとベルランガはじ

ているが、バルデムは最初からアンチヤンキーの作品として作成したとしてい

る64。
Bグθπυθπググθは、アメリカとの外交問題まで発展し、アメリカ大使館はこの

o' Sojo Gil, K., "La presencia" , op. cit., pp .4-5.
o'Sojo Gil, K., "La presencia", Ibid, p.5.
ua Cafleque C., Grau, M., op. cit., p .38.

- 68 -



マーシャル・プランのルポタージユを上映禁止にするようNO_DOに要求した。

またジョージワシン トンの顔を印刷 した ドル紙幣製造により、偽札作 りの罪で

叱責されもした。グラン・ビアの映画の宣伝用横断幕が上映のために設置され

たのと、新任のアメリカのスペイン大使のグラン・ビアヘの到着が同時だつた

のは、ベルランガにいわせれば国際的喜劇だつた65。 このアメリカヘの意識は、

後に日本へ と対象を移 していく。

c)ミ ソジニー

女性がベルランガ作品の主役になつたことはない。Bルπυθπググθや EJ υθ〃%gθ

にみられるように女性は副次的な役割に留まるLBルπttθπ〃θの女教師は、抑圧

された年をとつた独身で、女性であることで社会的に軽蔑 されている。またク

ラスの優等生を机の下に隠し、住民のアメリカに関する情報をカンニングさせ

る。ベルランガの ミソジニーでは、■筋πZθ πα′%π Jに見られる、コミュニケー

ションがとれない男の従順な女性の人形に対する男性の独裁的な machismo(男

尊女卑)な態度や、Delito de circe(キ ルケの罪)と 称 される女性の魔女性が顕

著である。初めての映画であるEw夕αttα ルル における戦後の混乱で職がない

どうしようもない状態での、通信教育の詐欺にあう夢見がちで怠惰な男性の横

柄な態度とそれに明るく耐える働き者の女性など、 ミソジニーは主要な視点の

一つである。

しかしブルジョワ的なベルランガ夫人のお気に入りが ■筋πZθ παι%πノでベ

ルランガを驚かせたというが、ベルランガのミソジニーは女性が観ていて不愉

快なものではない。むしろ女性への長敬の念と、男性たちの愚かさが目立って

いる。■″πZθ πα′″πJは人形を用いたアレゴリーで、女は愚かで身勝手な男

の犠牲になる女性のカリカチュアとして描かれている。また最後のシーンで主

人公の男性は死ぬが、人形はびくともしない。女性の男性よりも
′
長生きする生

物学的優越性 と暴君としての女性、女の力には絶対叶わない (EJ夕α″πθπグθ

παθあπαノでも伯爵夫人は、家母長的であり夫よりもずっと強い)不滅の女性と

いった、マチスモや女性への軽蔑とは逆の、恐怖と無知からのミソジニーであ

り、ベルランガ映画の重要なポイントである。この背景には、投獄されて不在

であつた父親の代わりに家を守つた彼自身の母親の厳格さがある。また、物 παzθ

πα″ππJの 男女の関係は ドン・キホーテとドゥルシネア姫とも重なる。
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d)Espaholada(ス ペイン化)          .
3ルπυθπ〃θの espaholadaは プロダクションの強制によつて挿入されたシーン

である66。 しかしベルランガはそれを逆手にとって、パロディーにしている。住

民はセビジャーナスと闘牛を学び、牛の首の壁飾 りに見せかけるために、生き

た牛の首だけを壁から出す。

マノロはアメリカからの来訪者について次のように述べている。

私はアメノカスがここだfぐ 留まク、狩 つてきた多 くの金を″ンヽノ笏

“

こと

を宣言する。友
^よ

、私はアメノカにお ク、高貴 であるが幼稚 なメンタノティー

をよく夕 っている。ヌペインはアンゞル シアを通 してアメノカ で知 られ ている

のでぁる 67。

Bルπυθπ〃θには「アンダルシア歌謡の最高峰」とい う触れ込みでやつてきて

いた歌手のカルメンが出てきて、作中脈絡なくフラメンコを披露する。ベルラ

ンガの映画には、この意味でのスペイン化 spaholadaのシーンが随所に見られ

る。■″π Zθ παJ%π Jに もフラメンコ、スペインの蒸留酒、トウロン、マンテイー

ジャをまとった女性やギターを持った男性が大騒ぎをするシーンがある。二α

υαg%グル にも闘牛士が登場 し、EJ υθ〃%gθ では、外国人がカスタネットを持つ

てフラメンコの真似事をするシーンがある。βttπυθπ〃θでは、プロデューサー

に強制されるがまにspaholadaの典型であるフラメンコの格好をした女性、ジ

プシー、マカロニ・ウェスタンのパロディーが出て くるが、それはスペインの

政治経済 とフランコの検閲への批判をそらす、検閲への擦寄 りもあるのかもし

れない。そこから外国人が見るスペイン人とスペイン人の実態 との差異が浮か

び上がっても来る。

e)イ ダルギスモ

映画の中で ドン 0ルイスとい う旧弊な貴族のメンタリテイーを持つ一度も村

を出たことのない文無 しのイダルゴがマーシャル・プランの対立者 として現れ

る。 ドン・ルイスはアメリカ人を原住民たちと呼び、アメリカ大陸を征服 した

過去の栄光あるスペイン人が、アメリカ人を歓迎することによつて、キューバ

の時のように、同ヽじ失敗を繰 り返すのではないかと疑間を呈する。

66 Cafleque C., op. cit., p.14.
o? Sojo Gil, K., "La presencia". op. cit., pp .5-6.
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私クま原住民を教辺ナるためた壁掛ゲをつゲることだ反ガナろ。キューノ潮フ は

″だったのか 7そのグ布を″%の は私ではないだろう。それらアメノカ人は

一体誰だというのか 768

保守的で屈折したイダルゴ像はしばしばベルランガとバルデムに用いられる。

最期のシーンでイダルゴが村の借財のために差し出すのは、国家のシンボルと

国家再生の道具を援助してくれる先祖の剣である。イダルゴによる98年のキュー

バ戦争への言及と国家再生の意志、外国からの奇跡的な到来を待たないとする

国内での議論は、ベルランガの再生主義と重なる。それはEJ夕α″πθπグθ παθグθπαJ

にも表れている。Lα υαα%グ Jル においても村に一人はいる侯爵が、贅沢病の通風

で、イダルゴ特有のふるまいをする。またイダルゴはフアランヘとも関連付け

ることが出来る。アメリカの政治、乏しい文化と知識の蓄積を、スペインの文

化的歴史的伝統に対して優越感を持っている。さらには、モンロー宣言に概括

されているように、アメリカ大陸におけるスペイン領についての非難も背景に

あり、ファランヘ、軍隊、教会における共通のアメリカヘの拒否反応を表象し

ているのがイダルゴである69。

ベルランガはよきスペインの伝統にいる黄金世紀のピカロだ、と表現される

が、裕福な政治家の家系であリバレンシアの上流階級に属していたベルランガ

には貴族性へのシンパシーがある。イダルゴはキューバ戦争による最後の植民

地の喪失とスペインの衰退を表している。中世より地代収入をもっとも尊んで

いたスペインのイダルギスモを描ききることができるのは、ベルランガ自身地

主の家柄だからだろう。そして自らのイダルギスモをも風刺しているのである。

f)カ トリック

ベルランガは当時の村の聖職者はアメリカ人を無神論者だと思い込んでいた

と述べている70。 ァメリカからの来訪者の歓迎に対する対立者は、イダルゴと、

もう一人は司祭 ドン・コスメである。双方とも伝統的で旧弊なスペインを表象

している。人種的宗教的多様性のあるアメリカのような国からの外国人の異端

者の来訪への反対を、女教師の長台詞を遮る形で以下のように述べている。

t't Sojo Gil, K., "La presencia", op. cit., p .6.
ut' Sojo Gil, K., "La presencia", Ibid, p.3.
70 Caf,eque C., Grau, M., op. cit., p. 14.
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rアメノカスはノ下の最大の生産者 であ∂ 数百万 ハンの原罪、49θθθθθθ咲の

プロテスタント、イθθ鍬以 の原住民、″θ
"以

の申己人、
"θ

θθθ以 の手ダヤス、

Iθθθθθθθ人の黒人、Iθθθθθθθ人の…彼らの積荷が余 つてしま多ほどだ。″を/
メノカが くれ″るとノ

『
夕のか 771

続いてアメリカの深刻な社会問題を数字で表し、そのようなものを持ち込ま

れては困るとする。これら台詞は教会のアンチアメリカの正当化の理論と巨大

なアメリカの宗教的多様性の危険視を明確に表している。司祭の夢ではドルが

表れ、Pttθ〃θでは裕福な人間の偽善的な慈善行為が風刺されている。EJ υθ〃%gθ

では、チップによつて結婚式への対応をがらりと変える教会が描かれている。

不可知論者であるベルランガのカ トリックの描き方は、中立的であり世俗的で

ある。

g)ブ ラックユーモア

ベルランガはブラックユーモアを基調とする監督である。コメデイータッチ

でありながら随所に社会批判が散りばめられている。これは、実際にアメリカ

人は素通りしただけで、現実のマーシャル・プランがスペインに適用されなかつ

たことを表す。歓迎の準備で借金をしてしまったが、村人は相変わらずの生活

に恨みも抱かずに戻る。また、スペインの教育レベルの低さも示唆されている。

検閲が人々に政府に感じる怒りや、アメリカとの同盟の模索について腹を立て

るシーンを許さなかつたので、住民は黙々と日常生活に戻るが、それがかえつ

て哀れな気持ちにさせる。スペインの当時の独裁政権下の体制順応主義が表現

されていて、スペイン人が失うこと、変化することに希望を持つことができな

いことを表現している。ベルランガは批判的に人々の物質的な貧しさだけでは

なく、簡単に編され、みじめな状況に順応してしまう精神的文化的貧しさを描

いている。村長が村人に楽観主義になれと呼びかけるのと対照的に、悲観主義

的な映画であるといえる。無責任な政府高官、他力本願な姿勢で、勝手に空想

に夢を託し、あるいは現実を直視しようとしないスペイン人を痛烈に批判して

いる。このように3″πυθπ〃θでは、援助が得られず、自力で前に進もうとしな

い、無知で体制1贋応型のスペイン人を、マーシヤルさんの歓迎計画によリユー

モアに転じている。La vaquillaで は、牛は検閲と独裁政権で、40年がかりで牛
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の二つの耳と尾をしつかりと切り、喝采を浴びて自由になるという、表象の読

み取り方がされている。しかし映画では、牛はスペインであり、左右両方で引っ

張りあいをし、二本のバンデリージヤで殺してしまう。緩衝地帯での平穏なに

らみ合いだったのが、銃の撃ち合いの音が聞こえ出し、牛は死んで、千々に食

いちぎられてしまうという、内戦で疲弊しきったスペインをむしろ表している。

内戦で疲弊し、貧しく、他力本願のメンタリテイTか ら生じる残酷な現実をブ

ラックユーモアで覆っているのがベルランガ映画の主な特徴である72。

h)ハ リウッドの模倣

20年代からのアメリカ映画のヨーロッパにおける神話化と理想化を背景とし

てか、ベルランガはハリウッドの手法と、北アメリカの産業の規定に則つて映

画に普遍性をもたせなければならないとし、またそうすることによってスペイ

ン映画の国際的軽蔑から抜け出そうとした。E"夕αηαルル 73は、スクリュー

ボール 0コ メデイー74が顕著である。Bルπυθπググθでは、40年代からよく用いられ

た殴り合いも使われている。村長の夢の中では、ラインダンス、村長から中心

的な立場を奪つたマノロがWANTEDと されている。全体的に『荒野の決闘』Oo
D″物TCルzθπ′グπθ,1946)のパロディーを用いており、ハリウッドの世界中

どこでも通用する映画作りという普遍性が志向されている。

4.おわりに

今日スペイン語の俗語の形容詞の一つとなつているBerlanguiano(ベルラン

ガの)の意味するところは、代表作であるBル %υθη

`Jο

に如実に表れている75。

72ベルランガは父親が死刑宣告された経験からか、死刑に反対している。E′ υθ〃πgθ では、死刑執

行人と死刑囚を逆さまに描くことで、ユーモアにしている。死刑執行人の側が、逮捕される人間

のように名前を呼ばれ、受刑者のように舅と面会し、死刑される側のように恐れうろたえる。そ

して処刑される方が、侯爵であり、立派な態度でシャンパンを飲んでいる。逆にすることで死刑

反対の姿勢が隠れ、観客の側は「フランコ期の公務員はもっと堂々としなければ」という考えに

傾き、検閲をそらすことができる。時期的にフランコがイタリアで死刑を宣告されEl verdugo(死

刑囚)と 呼ばれていたことから、検閲は絶対にこの映画を通さない構えでいた。
η 1951年制作のベルランガ初の長編映画。フランキスタの “pOr el imperio hacia Dios"のスロー

ガンを“A la felicidad por la electronica"と 皮肉つたため、検閲に引っかかる。しかしBグθπυθπ〃θ

がカンヌ映画祭で受賞してから、その二年後に上映された。この時期のスペインがいかに外国の

評価を欲していたかがうかがわれる。
74早 口で饒舌な登場人物たちのおしゃべりを俳優たちが切れ目なく、台詞がかぶるのもお構いなし

にマシンガン・ トークを繰り広げる。1920年代から40年代までハリウッドで用いられた、活気を

表す手法。
75G61rlez Rufo,A.,9ク

.θグム,p.17.
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ベルランガは「再生主義者」と呼ばれていたが、それは98年の世代の再生主

義と重ね合わせることができる。98年の世代は最後の植民地キューバの喪失の

危機感から、スペインの本質に立ち返リエル・シッドを再評価するなどしたが、

この植民地の破綻と、内戦後の政治的社会的な破綻はパラレルである。

ベルランガは何をも模倣しようとせず、イデオロギーを持たないようにして

いた。また保守的であつた。それはBルπυθπ〃θの農民が当局による農地改革を

期待せず、外部のアメリカ人に期待をするシーンにも表れている。グロテスク

でもなく、何の政治的抗議もしていないのである。

ベルランガは、革命主義者であるとされているが実際には反体制主義者で、

反教権的であるとも共産主義者であるとも言われているが、「アカではない」と

憤つている。社会主義者と一緒にするなとも言つており、また進歩主義者であ

ると言われることにいらいらした。生涯自由主義者だと保守派にめった打ちに

されてきたが、実際は反フランコ体制主義者だったに留まる。またイタリアの

ニューリアリズムの潮流に連ねられるが、ベルランガは「イタリアのニューリ

アリズムはイタリアのものであり、自分とは関係ない」と否定し、自らの作品

はあくまでも寓話であるとしている。辛らつな風刺を用いているため万人に愛

される映画ではないが、彼自身はスペインの伝統を自由に表現したかっただけ

なのであろう。ベルランガ映画の特徴はブラック 0ユーモアであるとカテゴラ

イズされるが、実際にはスペイン・ユーモアと言 うべきであろう。とあるどこ

にでもある村を舞台に、昔気質の家父長制の中で、sentido comercialや imagen

といったキーワー ドを伴い、興行主がピカロとして問題を起こすことで風刺を

するフォーマット、P″θ〃θに見られるような富裕層と貧民のコミュニケーシヨ

ンの不可能性やイダルギスモ、そしてピカロたる自らを嘲笑することができる

ところは、非常にスペイン的である。

Bルπυθπ〃θのベースとなつているのは18世紀スペインの風俗喜劇で、教訓は

16、 7世紀文学そのもので、『ラサリージョ・デ ,ト ルメス』やケベー ドの『ペ

テン師 ドン・パブロスの生涯』と比較することができる。またパロディーがモ

チーフになつているのは、『 ドン・キホーテ』と同じである。ベルランガは98年

の世代よりずつと以前の黄金世紀、そして15世紀後半の風刺文学の隆盛からの

直系の文化的後継者であり、そのスペイン文化の本質を地中海的なバロック的

に見事に表現しきった監督である。3ルπυθ蒻あ に代表される80年代以前の映画

作品は検閲による創造性なき時代とはいえないのである。
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